
＜平成２４年度 地球温暖化対策実行計画の施策実施状況の公表について＞ 

 

 地球温暖化対策の推進に関する法律第２０条の３第１０項の規定に基づき、岩手沿岸南部広

域環境組合の地球温暖化対策実行計画の施策実施状況を以下のとおり公表します。 

  平成２５年９月２４日 

                岩手沿岸南部広域環境組合 

                管理者 釜石市長 野田武則 

 

１．温室効果ガス排出量 

 

年 度 温室効果ガス排出量 前年度比 目標年度比 

平成２３年度（基準年度） ２２，９８８ｔ(CO2) － － 

平成２４年度 ２６，１２６ｔ(CO2) １１３．６５％ １１９．６４％ 

 

目標年度（平成２８年度）温室効果ガス排出量＝２１，８３８ｔ(CO2) 

※平成２３年度（基準年度）の５％削減を目標 

 

２．エネルギー使用量の目標達成状況 

 

種 別 平成２３年度(基準) 平成２４年度 前年度比 

コークス (t) ２，５２０ ３，０４８ １２０．９５％ 

A重油 (KL) ２７０ ２７２ １００．７４％ 

昼間電力(千 kwh) ４３３ ２３１ ５３．３５％ 

夜間電力(千 kwh) ２９６ １５６ ５２．７０％ 

軽油 (L) ３，０００ ４，５００ １５０．００％ 

 

種 別 平成２８年度(目標) 平成２４年度 目標年度比 

コークス (t) ２，３９４ ３，０４８ １２７．３２％ 

A重油 (KL) ２５６ ２７２ １０６．２５％ 

昼間電力(千 kwh) ４１１ ２３１ ５６．２０％ 

夜間電力(千 kwh) ２８１ １５６ ５５．５２％ 

軽油 (L) ２，８５０ ４，５００ １５７．８９％ 

 

３．温室効果ガス排出量が増加した要因等について 

  平成２４年度の温室効果ガス排出量が平成２３年度と比較して大きく増加した主な要因

は、ごみ処理量の増加であります。 

  ご存じのとおり、平成２３年３月１１日に発生した「東日本大震災」により当地区は壊滅



的な被害をこうむりました。 

  そのため、平成２３年度は、通常の生活ごみと併せて災害ガレキ等の処理を進めてまいり

ましたが、平成２３年度前半は、災害ガレキの分別破砕などの施設整備に時間がかかり、思

うように災害ガレキの当施設への搬入が進みませんでした。しかし、平成２３年度後半に入

り、徐々に災害ガレキの処理が進み、平成２４年度には順調に処理ができるようになりまし

た。また、住民の生活も、避難所から仮設住宅へ移るなどしてやや落ち着きを取り戻しまし

た。その結果、次のように搬入量が平成２４年度は増加しました。 

   

年 度 通常生活ごみ 災害ガレキ 合 計 

平成２３年度 ２７，７３３ｔ ７，６９９ｔ ３５，４３２ｔ 

平成２４年度 ３０，１０７ｔ １１，３５９ｔ ４１，４６６ｔ 

 

  エネルギーの使用量を見てみると、燃料が多く増加し、電気の使用量は逆に減少していま

す。ごみの量が増えたことで、コークス等の使用量が増えましたが、逆に自家発電量も増え

たため購入する電気量が減少したことによるものです。 

  しかしながら、ＣＯ2 の発生量としては、ごみ量やコークス等が大きく影響するため電気

量が減ったもののトータルではＣＯ2発生量が増加いたしました。 

 

４．今後の対応 

  災害ガレキ処理は、今年度でほぼ終了するものと見込まれています。平成２６年度になれ

ば、大きくごみ量が減少し、ＣＯ2発生量も抑制されるものと期待されます。 

したがって、今年度中は平成２４年度並みのごみ量が見込まれますので、極力、燃料等の

節約に努め、少なくとも昨年度の実績を下回るように努力してまいります。 


